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原子内での荷電粒子の運動 

原子核 

電子 

核磁気共鳴 （画像） 
   Nuclear  Magnetic  Resonance (Image) 



スピンする陽荷電水素原子 

磁気モーメント 
強さと方向はベクトル量で表される 

このような磁石としての性質は
陽子または中性子のどちらか
一方、もしくは両者が奇数の場
合のみ. 
         
 
MRIで画像化している原子核は
水素の原子核である 

原子核＝陽子+中性子  
     →プラスの電荷 + 

原子核 



生体内における核磁気モーメント 

それぞれランダムな方向を向き、磁気的な性質が相殺され、外からとらえることが出来ない 



生体内における核磁気モーメント 

外部磁場 



生体内における核磁気モーメント 

外部磁場 

 

 Q. 外部磁場に置かれた磁気モーメントは？ 

 

  (1) 一斉に外部磁場と同じ方向を向く。 

  (2) 一斉に外部磁場と反対方向を向く。 

    (3) 外部磁場と同じ方向と逆方向の２通り 

    となり、グラグラと揺れはじめる。 

 



外部磁場を印加した場合 

外部磁場 

ゼーマン分裂 
印加した外部磁場方向のスピンと 
反対方向のスピンに分かれる 
 
ボルツマン分布 
スピンの占める割合はわずかに 
外部磁場方向に向くスピンが多い 



ラーモアの歳差運動 f0=(γ･H0)/2π  

外部磁場 

・“みそすり運動” 
・倒れかけのコマ 

f0=(γ･H0)/2π 
 
1.5T=約64MHz 
3.0T=約128MHz 

 
ラジオ波(RFパルス) 



外部磁場を印加した場合 

外部磁場 



 共鳴と緩和 

外部磁場 

ν0=(γ･H0)/2π ν0=(γ･H0)/2π 



 共鳴と緩和 

外部磁場 



緩和には２通りあります 
縦緩和 

T1 強調 画像 

横緩和 

バラバラ 

T2 強調 画像 
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症例（1） 80歳代 女性 

主訴：突然の意識消失？ 

    昼過ぎからしゃべらなくなった。 

    14：40 救急搬送される。 





CT 



MRI 
拡散強調画像 DWI 



早期虚血サイン 
 ・皮髄境界の消失 
 ・脳溝の消失 



発症時 6日後 

診断：急性期脳梗塞 



急性期脳梗塞のガイドライン 

• 脳卒中治療ガイドライン2009  
      日本脳卒中学会 http://www.jsts.gr.jp/jss08.html,2009 

 

• 画像診断ガイドライン2013年版 
             日本医学放射線学会,日本放射線科専門医会･医会 

 

• rt-PA(アルテプラーゼ)静注療法適正治療指針第2版 
    日本脳卒中学会脳卒中医療向上･社会保険委員会 rt-PA(アルテプラーゼ)静注療法指針改訂部会 

 

• 急性期脳梗塞画像診断ガイドライン2007 
    急性期脳梗塞におけるCT･MRI検査の標準化に関する研究班(ASIST-Japan) 

 

 

 



急性期脳梗塞 画像診断のポイント   

 

(1)必要な検査を短時間で施行できる体制 

T2*WI FLAIR DWI 





急性期脳梗塞 画像診断のポイント   

 

(1)必要な検査を短時間で施行できる体制 

T2*WI FLAIR DWI 

24時間対応、緊急検査の受け入れ、専用シーケンス・・・ets 



FLAIR 

急性期脳梗塞 画像診断のポイント   

 

(2)出血の除外 

T2*WI DWI 



急性期 脳内出血 

急性期脳出血の検出能はCT・MRでは同等（画像診断ガイドライン2013） 
 
しかし、MRIは各撮影法での出血後の継時的信号変化を理解することが必要。 



慢性硬膜下血腫 

CT像で硬膜下血腫の指摘が困難であった症例 



くも膜下出血 （発症７日後） 

くも膜下出血 CTの感度 
 
発症１２時間以内 98～100% 
   ２４時間では 93% 
         ６日後では  57～85% 
 
 
MRI FLAIR像はCTと同等以上の 
検出能力を有する 

近医でCT撮影するが異常所見なしとのことであったが･･･ 



急性期脳梗塞 画像診断のポイント   

 

(3)非可逆性の梗塞に陥っている領域の描出 

T2*WI FLAIR DWI 



急性期脳梗塞 画像診断のポイント   

 

(3)脳血管の評価 

FLAIR FLAIR 

MRA 

Intraarterial sign Intraarterial sign 
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症例（１） 70歳代 女性 

主訴：20年前に胆石発作。 

    たびたび右季肋部痛あり。 

    痛みが続くので来院。 





CT 



   US 
約50mmのSOL 
halo(+) 
内部モザイク 
一部無エコー 
ドプラにて血流(+) 
 

HCCの疑い 



MRI 

動脈相 門脈相 

平衡相 肝細胞相 

EOB プリモビスト 



門脈が・・・？ 



  診断 ： HCC  門脈右枝腫瘍栓 

動脈相 



症例（2） 50歳代 男性 

主訴：健診の腹部エコーで 

    低輝度の肝腫瘤を指摘される。 



T２強調画像 



MRI 

動脈相 門脈相 

平衡相 肝細胞相 

EOB プリモビスト 



診断 ： 肝血管腫 肝のう胞 

肝細胞相 



症例（3） 70歳代 女性 

既往：小腸GIST術後。 

    転移の検索、スクリーニング。 





   US 
S6-7に約10mm 
SOL(+) 
 
bull’s  eye  sign(+) 
 

metaの疑い 



造影 CT  

門脈相 動脈相 



造影 EOB プリモビスト 

動脈相 肝細胞相 



S6にもう１つ・・・? 

動脈相 肝細胞相 



動脈相 

動脈相 

門脈相 

CT 

CT 





診断 ： 転移性肝腫瘍  
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